







　　放物線に点から本の接線をひき，接点を，と

　　する。また，放物線の焦点をとする。このとき

　　　　　△△

　放物線の性質下左図

　　放物線の焦点を，準線を，上の点からに











 















　垂線をひき交点をとする。また，におけるの接線

　をとする。このとき以下が成り立つ。

　　　　　

　　　　　はを等分する

　証明上右図

　　，から準線に垂線をひき，交点をそれぞれ，とする。また，直線と線分，

　との交点をそれぞれ，とする。

　　上の，より，，であるから，はを垂直に等分する。

　とにおいて，

　　　　　，　＝

　　　　　よって　　これから　

　とにおいて，

　　　　　，　




　　　　　よって　　……①

　同様にして　　　　……②

　①，②により　　△△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終


